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本準備 書面 にお いては 、立法府 に よる自 主的 解決 を期待 する こと

はでき ない とい うこと 等に つい て、主 張を 行う 。   

  

記  

  

第 １  本 書 面 の位 置 付 け 及 び 問題 提 起   

１  原 審 の 判 断   

原審は 、本 件諸 規 定が同 性愛 者を 法律上 の家 族の 枠組み から

排除し てお り、その結 果、現 行 法上、同 性愛 者 につい てパ ート

ナーと 家族 にな るため の法 制度 が存在 しな いこ とは、「同 性愛

者の人 格的 生存 に対す る重 大な 脅威、障 害」で あり「憲 法２４

条２項 に違 反す る状態」であ ると しなが らも（ ５２ 頁、５３ 頁）、

同 性 愛 者 等 が 家 族 と な る た め の 法 制 度 を 構 築 す る 「 方 法 」 は 、

立法裁 量に 委ね られて いる とし て、同性間 の婚 姻 を認め ない本

件諸規 定は 憲法 ２４条 ２項 に違 反する とは 言え ないと した（５

３頁） 。   

また 、婚姻 制度 か らの排 除が 差別 や偏見 を助 長す るとの 控訴

人らの 指摘 につ いても 、「 それ に よって 立法 府が 採り得 る選択

肢が 、現行 の婚 姻 制度に 同性 間の 婚姻を 含め る立 法とい う一つ

の 方 法 に 収 れ ん し … 本 件 諸 規 定 が 憲 法 ２ ４ 条 ２ 項 に 違 反 す る

とはい い難 い」 として 退け る（ ５４頁 ）。   

２  原 審 判 断 の誤 り   

このよ うな 原審 判断の 背景 には 、つま ると ころ 、婚姻に 法律

上 同 性 の カ ッ プ ル も 含 め る か ど う か と い っ た 法 制 度 の 在 り 方

に関す る問 題は 立法府 に委 ねる ことが 適当 であ り、か つ、それ
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が現実 的で ある との価 値判 断が ある。そ れは 、「 同性間 の婚姻

を 認 め る こ と や 同 性 カ ッ プ ル に 対 し て 法 的 保 障 を 認 め る こ と

につい ての 議論 、検討を 第一 次的 には立 法府 に委 ねるこ とが必

ずしも 現実 的で ないと はい えな い」（５ ４頁）と の判示 に端的

に表れ てい る。    

しかし、原審 判 断は、議 論を 立 法府に 委ね るこ とが「現 実的

でない とは いえ ない 」とす る点 に おいて 重大 な誤 りを含 んでい

る。   

まず、控訴 理由 書及び 他の 準備 書面で 述べ たと おり、憲法 ２

４条１ 項、２ 項 及び同 １４ 条１ 項は、そ れぞ れ 、法律上 同性の

カ ッ プ ル も 現 行 の 婚 姻 制 度 に 包 摂 す る こ と を 義 務 付 け て お り 、

嫡出推 定の 規定 を含む 現行 規定 も、技術的 な手 当 てをし さえす

れ ば 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル に も そ の ま ま の 内 容 で 適 用 可 能 で

あり、異な る内 容とす る必 要は ないの だか ら（ 控訴審 第７ 準備

書面参 照）、立 法府に 対し、「 同性間 の婚 姻を 認める こと や同

性カッ プル に対 して法 的保 障を 認める こと につ いての 議論 、検

討」を 委ね る理 由がな い。   

また、立 法府 は 、この間 、複 数 の地方 裁判 所に おいて 本件諸

規定が「 違憲」「憲法に 違反 す る状態」であ る との明 確な 判断

がなさ れて いる にもか かわ らず 、それを 是正 しよ うとす る動き

を全く 見せ てい ない。また 、国 会 議員と りわ け政 権の主 力を担

う 最 大 与 党 内 部 に セ ク シ ュ ア ル マ イ ノ リ テ ィ に 対 す る 差 別 や

偏見、フ ォビ ア（差別的 嫌悪 感 ）が非常 に根 深 いもの とし て内

在して いる。こ れらを 考え 合わ せると、立法 府 が、立法 府のみ

の 意 思 と 力 で 法 律 上 同 性 カ ッ プ ル の 婚 姻 を 認 め る 立 法 措 置 の
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ための 議論 に取 り組む こと 自体 が阻ま れて いる のであ り、将来

的にも こう した 状態が 是正 され 、積極的 な議 論が 自主的 に開始

される こと は全 く期待 しえ ない （以下 、第 ２で 論ずる ）。   

さらに 、２ ０２ ３年６ 月に は、全ての 人が 性的 指向又 はジ ェ

ンダー アイ デン ティテ ィに かか わらず 、か けが え のない 個人と

して尊 重さ れる べきと の理 念を 述べる「性 的指 向 及びジ ェンダ

ー ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 多 様 性 に 関 す る 国 民 の 理 解 の 増 進 に 関

する法 律（令 和 ５年法 律第 ６８ 号）」（以 下「 ＬＧＢ Ｔ理 解増

進法」と略 称する 。）が 成立 したが (甲Ａ７ ４９ 、甲 Ａ７２ ９ )、

同法の 成立 に至 る過程 では 、同 法の本 来の 意義 とは裏 腹に 、政

権 中 枢 に も 広 が る 根 強 い 差 別 意 識 の 存 在 が 次 々 と 明 ら か に な

り、裁判所 が事 実 と法に 照ら して 審理を なし 明確 な違憲 判断を

下すこ と無 しに は、立法府 が同 性 カップ ルの 法的 保障に ついて

議 論 を 始 め る こ と す ら 困 難 で あ る こ と が 実 証 さ れ た と す ら い

える。   

３  本 書 面 の 目的   

 以下 、 本 書 面 で は、 第 ２ に お い て、 立 法 府 が 立 法府 自 身 の意

思 と力 で 法 律 上 同 性カ ッ プ ル の 婚 姻を 認 め る 立 法 措置 の た めの

議 論に 取 り 組 む こ とは 全 く 期 待 し えず 到 底 現 実 的 では な い こと

を 論じ 、 第 ３ に お いて 、 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 理解 増 進 法 の 成 立に 至 る 過程

で 明ら か に な っ た 問題 を 通 じ て 、 立法 府 の 自 主 的 解決 が 期 待で

きない であ ろう ことが 実証 され たこと を論 ずる 。   

これら の議 論か ら明ら かに なる ように 、原審 の判 断にあ る「議

論 、検 討 を 第 一 次 的に は 立 法 府 に 委ね る こ と が 必 ずし も 現 実的

でない とは いえ ない」（ ５３ 頁）とした 点は 明白 に誤り であ り、
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こ のこ と を 前 提 に 本件 諸 規 定 の 憲 法適 合 性 審 査 が なさ れ ね ばな

らない 。   

 第 ２  立 法 府 に お け る 議 論 が 行 わ れ る こ と は 到 底 期 待 し え な い こ

と  

同 性 間 の 婚 姻 や 同 性 カ ッ プ ル に 対 し て 法 的 保 障 を 認 め る た め

の法制 度と して どのよ うな 制度 設計を する かに ついて 、そ の具 体

的な議 論を 立法 府に委 ねる こと は 全く 「現 実的 」では ない 。   

１  地 裁 判 決 を 受 け て も 国 会 は 立 法 に 向 け た 動 き を 見 せ て い な い

こ と  

（ １ ） 全 国 ５ 地裁 の 判 決    

本 訴 訟 と 同 様 に 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル の 婚 姻 を 求 め る 訴 訟

は、札幌 地方 裁 判所、東 京地 方 裁判所（ 第二 次 ）、大阪地 方裁

判所、名 古屋 地方 裁判所、福岡 地方 裁判所 の各 地裁 に提訴 され、

東 京 第 二 次 提 訴 以 外 の 各 訴 訟 に お い て は 既 に 判 決 が 言 い 渡 さ

れてい る。   

そして 、最 初の 判断と なっ た札 幌地方 裁判 所が 、本件 諸規 定

につい て明 確な 憲法１ ４条 １項 違反の 判断 を示 した（甲Ａ ４０

１）のに 続き、名古屋 地方 裁判 所（２０ ２３ 年 ５月３ ０日、平

成３１ 年（ワ）第５９ ７号、甲 Ａ６８ １）は 憲 法２４ 条２ 項及

び憲法 １４ 条１ 項違反 と判 断し 、原審 であ る東 京地裁 も、同性

愛 者 に つ い て パ ー ト ナ ー と 家 族 に な る た め の 法 制 度 が 存 在 し

な い と い う 現 状 は 憲 法 ２ ４ 条 ２ 項 に 違 反 す る 状 態 に あ る と 述

べ、福 岡地 方裁判 所（２ ０２ ３年６ 月８日 判決 、令和 元年（ ワ）

第２８ ２７ 号及 び令和 ３年（ ワ ）第４４ ７号、甲Ａ６ ８０）も

本 件 諸 規 定 は 憲 法 ２ ４ 条 ２ 項 に 違 反 す る 状 態 に あ る と 述 べ た 。
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唯一違 憲と 判断 しなか った 大阪 地裁判 決（平 成 ３１年（ ワ）第

１２５ ８号、甲 Ａ５５ ５）も 、同性カ ップ ルが 法的保 障の 上で

生活す るこ とは「人格 的尊 厳に 関わる 重要 な人 格的利 益」であ

るとし たう え、現 状を放 置す るこ とは将 来的 に憲 法２４ 条２項

違反と なり うる と指摘 して いる 。   

このよ うに、各 地裁が、理由 や 判断過 程は 異な るもの の、共

通して 、同 性カ ッ プルが 家族 にな ること がで きな いとい う現状

や、それを 許容 す る本件 諸規 定は 憲法違 反で ある と断じ てい る。

各地裁 判決 が指 摘して いる よう に、同性カ ップ ル が何ら 法的な

保障を 受け るこ ともな く暮 らし ている 現状 は、「 同性愛 者の人

格的生 存に 対す る重大 な脅 威、障害」で あり（ 原審５ ０頁、５

２頁）、同性 カ ップル や同 性愛 者等が、こう し た自身 の尊 厳と

生 存 に 対 す る 重 大 な 脅 威 に 晒 さ れ 続 け て い る こ と を 意 味 し て

いる。各地 裁が 、こうし た現 実を 受け止 めた とい うこと の意義

は極め て大 きい 。   

複 数 の 裁 判 所 が あ る 法 律 事 項 に つ い て 正 面 か ら 憲 法 問 題 を

検討し、その 結 果、揃っ て憲 法 違反で ある、あ るいは その 可能

性があ ると の判 断を下 した こと は、日本の 裁判 史 上でも 極めて

稀有で あり 、異 例の事 態で ある 。一連 の判 決の 最後に 出さ れた

福岡地 裁判 決で は、「同性 カッ プ ルに婚 姻制 度に よって 得られ

る利益 を一 切認 めてい ない 本件 諸規定 は、憲法 ２ ４条２ 項に反

する状 態に あり 、立法者 とし ては この状 態を 解消 する措 置に着

手すべ き」（甲 Ａ６８ ０・福 岡 地裁判 決４ ０頁 ）とまで 明記す

る。   
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これら 一連 の判 決によ り、司 法 府から、立法 府 に対し、違憲

状 態 を 解 消 す る 立 法 措 置 へ 着 手 す べ き こ と が ま さ に 現 実 の 義

務とし て突 き付 けられ たの であ る。   

 

 

（ ２ ） 国 会 の 対応   

ところ が、本来 で あれば 直ち に自 ら違憲 状態 を解 消する 立法

措置を 行う べき 立法府 の動 きは 現実に はあ まり にも鈍 く、司法

府から 投じ られ た課題 を、真剣 に 受け止 めよ うと する動 きは全

く見ら れな い。   

国会で は、野 党 が２０ １９ 年（ 令和元 年）６ 月 ３日、法 律上

同 性 の 当 事 者 間 の 婚 姻 を 法 制 化 す る こ と 等 を 内 容 と す る 民 法

改正案 を国 会提 出した（ 甲Ａ １ ４１）。し かし 、政府与 党はそ

の審議 に着 手す ること すら せず 、この法 案は 立法 府にお いて全

く俎上 に載 せら れない まま 廃案 となっ た。２０ ２ ３年３ 月に は、

野党は 、再 度、法 律上同 性の 当事 者間の 婚姻 を法 制化す ること

等を内 容と する 民法改 正案 を国 会提出 した が（ 甲Ａ７ ５０ 、甲

Ａ７３ １ ） 、こ れも結 局審 議さ れるこ とは なか った。   

一連の 訴訟 で最 初に言 い渡 され た札幌 地裁 の判 決が 、本件 諸

規定が 違憲 であ ると明 確に 判断 して以 降、同判 決 を含め ５つの

判決の うち ４つ の判決 が「違 憲 」ないし「 違憲 状態」と 明記し

たにも かか わら ず、札幌判 決か ら ２年半 も経 過し た現時 点ま で、

立法府 は、違憲 状態を 解消 する 措置を 取っ てい ない。それ どこ

ろか、原 審が「 人格的 生存 に対 する重 大な 脅威 、障害」と 述べ
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た 同 性 カ ッ プ ル の 直 面 す る 深 刻 な 困 難 解 消 に 向 け て 着 手 し て

いる様 子す ら全 く見受 けら れな い。   

さらに、政府 も 、法務大 臣は、「 法務省 と し て は、婚姻 に関

する民 法等 の諸 規定が 憲法 に反 するも のと は考 えてい ない 」と

の立場 を一 貫し て採り（ 甲Ａ ７ ５１・甲 Ａ７ ５ ２）、一連 の判

決につ いて も「 現段階 では 確定 前の判 決で あり 、また、他の裁

判所で 同種 訴訟 が係属 して いる ことも あり ます ので 、その 判断

も注視 して まい りたい」と述 べ るなど（ 甲Ａ ７ ５２）、様 子見

に終始 して いる 。岸田首 相も「 議論を 深め る姿 勢は必 要だ」と

の答弁 を繰 り返 す一方 で、「 同 性 カップ ルに 公的 な結婚 を認め

ないこ とが 国に よる不 当な 差別 である とは 考え ていな い 」と述

べるな ど（甲 Ａ ７５３・甲Ａ ７ ５４）、頑 なに 否定的 な結 論を

繰り返 すの みで 、検討の ため の議 論の開 始を 指示 する様 子もな

い。議 院内 閣制 を採用 して いる わが国 にお いて 、国会 の最 大与

党 で あ る 自 由 民 主 党 を 主 体 に 組 成 さ れ る 政 府 の こ の よ う な 消

極的な 姿勢 は、最大与 党の 姿勢 でもあ り、ひい ては国 会多 数の

姿勢で ある とい わざる を得 ない 。   

その自 由民 主党 は、２０１ ６年 に 発表し た政 策パ ンフレ ット

（甲７ ５５）で 、「同性婚 容認 は（憲法 ２４ 条 ）と相容 れませ

ん」との 考え を 表明し てい たが 、上記一 連の 判 決の全 てが、憲

法 ２ ４ 条 は 同 性 間 の 婚 姻 の 法 制 化 を 禁 止 し て い な い 旨 を 明 確

に判示 した 現時 点でも 、上 記の 立場を 見直 して いない 。そ の結

果、司法府 たる 地 方裁判 所が 違憲 判決と いう 極め て重い 判断を

行った にも かか わらず 、し かも 、複数の 裁判 所か ら続け てその

ような 判断 を示 された にも かか わらず、立法 府・与党は 、本問
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題につ いて 、議 論 すら行 わな いと いう頑 なな 姿勢 を崩す 様子も

ないの であ る。   

このよ うな 政府 与党の 姿勢 も踏 まえる と、立法 府 は今後 も自

主 的 に 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル の 法 的 保 障 の 問 題 に つ い て 議 論

を開始 する こと はない であ ろう 。同性愛 者等 が法 律上の 家族と

な る た め の 手 段 を ど の よ う に 保 障 す る の か と い う 問 題 が 立 法

府に議 論、検討 を委ね れば 解決 される と考 える ことは 、全 くも

って「 非現 実的 」とい うほ かな い。   

２  立 法 府 に おけ る 差 別 意 識   

（ １ ） 政 府 ・ 与党 に 存 在 す る 差別 意 識   

こ の よ う に 、 法 律 上 同 性 の カ ッ プ ル の 法 的 保 障 に 向 け た 積

極的な 議論 が開 始され てい ない 背景に は、そもそ も、立 法府 、

とりわ け政 権与 党であ る自 民党 内に、同性愛 等に 対する 偏見・

差 別 意 識 と 当 事 者 ら の 社 会 活 動 に 対 す る 不 信 感 を 持 つ 議 員 が

集 団 と し て 存 在 し 、 同 党 の 政 策 や 政 府 の 姿 勢 に 強 い 影 響 力 を

持って いる こと を直視 する 必要 がある 。   

ア  岸 田 首 相 ・荒 井 秘 書 官 の 「社 会 が 変 わ る 」発 言   

２０２ ３年 ２月 １日、国会議 員で あり行 政の 長た る岸田

総理大 臣は、衆議 院予算 委員 会に おいて 、同性 婚等 をめぐ

る問題 につ いて 言及し 、「（ 同性 同士の 婚姻 につ いて、制

度を改 正す ると なると ）家族 観や 価値観 や、そ して 社会が

変わっ てし まう、こうし た課 題で ありま す」と 述べ た（甲

Ａ６１ ４） 。   

さらに 、同 日３ 日夜に は、 荒井 勝喜首 相秘 書官 （当時 ）

が、岸 田首 相の 上記答 弁に 関連 して（ 甲Ａ ７５ ８）、「 社
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会の在 り方 が変 わる。「 (引用者・同 性間 の婚 姻に )反対し

ている 人は 結構 いる。秘書官 室は 全員反 対で、私の 身の回

りも反 対だ 。」「 同性婚 導入 とな ると、社会 のあ りよう が

変わっ てし まう。国を捨 てる 人も いる」と 発言 した（甲Ａ

５５３ 、６ １５ ）。同 氏はさ らに 、「僕 だって（ 同性 婚の

人を） 見る のも 嫌だ。 隣に 住ん でいる のも ちょ っと嫌 だ」

とも述 べた （甲 Ａ６１ ５） 。   

 

イ  上 記 発 言 に 合 理 的 な 裏 付 け は な く 、 偏 見 に よ る 差 別 的 な

も の で あ る こ と   

上記発 言に 合理 的な裏 付け など 全くな く、偏 見に よるも

のとし か言 いよ うがな い。   

そもそ も、各 地裁 判決が それ ぞれ 判示す るよ うに、同性

愛者と 異性 愛者 の違い は性 的指 向の違 いの みで あり（ 甲Ａ

４０１・札幌 判決 ２５頁）、法律 上 同性で あっ ても 異性で

あって も婚 姻の 本質に 即し た共 同生活 が可 能で ある。そし

て、同 性カッ プル の婚姻 が可 能に なって も、異 性カ ップル

は今ま でど おり 婚姻し 、何 ら利 益を害 され るこ とはな い。

同性愛 者・ 異性 愛者を 問わ ず、 婚姻を 望む 者は 婚姻で き、

子を望 む者 は子 を迎え 養育 しう ること は、同 性間 の婚姻 が

可能と なっ ても 全く変 わら ない。法律上 同性 で婚 姻を望 む

者の数 は人 口比 におい て圧 倒的 少数で はあ るが、その数 が、

同 性 カ ッ プ ル の 婚 姻 を 法 制 化 す る こ と に よ っ て 変 わ る こ

ともな い。す なわ ち、同 性カッ プル の婚姻 を法 的に 認める

ことに より 、婚 姻制度 の本 質も 役割も 変わ るこ とはな く、
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客観的 な弊 害も 存在し ない ので あり、同性カ ップ ルの婚 姻

を認め るこ とに よって、「 社会 の 根本が 変わ る」な どと考

える合 理的 な根 拠は全 くな い。   

そうで ある にも かかわ らず、同性 婚を認 めれ ば「社 会が

変わっ てし まう 」と述 べる のは、荒井秘 書官（当 時）の 発

言がそ うで あっ たよう に「い やな ものは いや なん だ」と 理

由もな く感 覚だ けで拒 絶し てい るだけ であ り、 ひいて は、

同性愛 者に 向け た「あ なたた ちは 異質だ 、だか らこ の社会

には簡 単に は入 れてあ げら れな い」と いう排 除の メッセ ー

ジでも ある 。   

岸田首 相の この ような 答弁 は、政 権中枢 の人 々に 広く共

有され る「（ 同性 婚の人 を）見る のも嫌 だ。隣に 住んで い

るのも ちょ っと 嫌だ」という 同性 愛者ら に対 する あから さ

まな差 別・偏見 の 眼差し の反 映で ある。荒井 秘書 官（当時）

がオフ レコ 取材 で思わ ず口 にし た「秘 書官室 は全 員反対 で、

私 の 身 の 回 り も 反 対 だ 。 」 と の 言 葉 が そ れ を 裏 付 け て い

る。   

ウ  国 民 の 意 識と も 乖 離 し た もの で あ る こ と   

企業や 自治 体で は、同 性カッ プル を家族 とし て扱 い、差

別や偏 見を 解消 する取 り組 みが 急速に 進ん でい る。首 相や

官邸中 枢の 人々 の意識 と考 えは、このよ うな 社会 全体の 動

きや国 民の 意識 とも著 しく かけ 離れて いる。２０ ２３年 ２

月に行 われ た世 論調査 でも、同性 婚を認 める べき とした 人

は全体 の約 ７０ ％とい う結 果も 出てい るな かで（ 甲Ａ６ ８

７、甲 Ａ５ ８７）、実際 に、岸 田首 相のこ の発 言に ついて



【有償配布 や Web(ホームページ, ブログ, facebook 等)へのアップロード・転載はお止めください】 

【リンクはご自由にお貼りください】「結婚の自由をすべての人に」東京第一次訴訟控訴審(東京高裁)第 

2 回期日(20231031)提出の書面です。 

12 

 

は、「 適切で ない 」と考 える 国民 が５７ ．７ ％に ものぼ り

（甲Ａ ６０ ７）、岸田首 相の 発言 に対す る批 判が 相次い だ

（甲Ａ ７５ ６） 。   

さらに は、海 外で も、荒井 氏の 発言 をきっ かけ に、同 氏

の 発 言 と 日 本 で 性 的 少 数 者 が 置 か れ た 状 況 は 大 き く 報 道

された。ロイ ター 通信は「 日本 以外 のＧ７ の国 では、同性

の 結 婚 も し く は 結 婚 に 準 じ る パ ー ト ナ ー シ ッ プ が 認 め ら

れてい ると 説明。荒井氏 の発 言は …５月 にＧ ７の 首脳を 迎

える準 備を して いる岸 田氏 にと って 、困惑 の種 だ 」と 報じ、

ＡＰ通 信は、「日 本では 性的 少数 者らへ の偏 見が 根強く 残

ると指 摘」と報 じてい る。ロシ アの タ ス通 信 も 、「（日 本

は）Ｇ ７で 同性 婚 を認め ない ただ 一つの 国。保守 的 な与党・

自民党 のメ ンバ ーには 同性 婚に 反対す る者 が多 い」と 伝え

たとさ れる （甲 Ａ７５ ９ ― １・ 甲Ａ７ ５９ －２ ）。   

エ  政 府 中 枢 に 広 く 差 別 ・ 偏 見 が 共 有 さ れ て お り 、 政 府 ・ 立

法 府 の 姿 勢 を 示す も の で あ る こと   

岸田首 相の 答弁 と荒井 秘書 官（ 当時）の発 言は 、「（ 同

性婚の 人を）見る のも嫌 だ。隣 に住 んでい るの もち ょっと

嫌だ」という 同性 愛者ら に対 する あから さま な差 別・偏 見

の眼差 しの 反映 である 。そ して 、こう した 差別 ・偏見 は、

国民の 意識 とは かけ離 れて、政府 や国会 議員・立法 府の多

数に広 く共 有さ れてい ると 考え ざるを 得な い。荒 井秘書 官

（当時 ）がオ フレ コ取材 で思 わず 口にし た「秘 書官 室は全

員反対 で、私 の身 の回り も反 対だ。」との言 葉が それ を裏

付けて いる 。   

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%82%B9%E9%80%9A%E4%BF%A1
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そして 、岸 田首 相 が上記 の答 弁を した時 点で は、す でに、

法 律 上 同 性 の 当 事 者 同 士 の 婚 姻 が 認 め ら れ な い こ と に よ

り「 人格的 生存 に 対する 重大 な脅 威と障 害」が生 じ ており、

これら の当 事者 が、婚 姻によ る利 益や家 族と なる 枠組み を

一 切 奪 わ れ て い る こ と は 憲 法 違 反 で あ る と の 判 決 も 複 数

言い渡 され てい た。そうで ある に もかか わら ず、変 わらず、

同 性 同 士 が 婚 姻 す る と 社 会 が 変 わ っ て し ま う な ど と 述 べ

るのは 、同性 カッ プルの 法的 保障 の問題 につ いて 正面か ら

取り組 む意 思・姿 勢がな いこ とを 如実に 示す もの である 。  

 

オ  政 府 の 姿 勢は 現 在 も 変 わ らな い こ と   

その後 、上 記の 荒井秘 書官（当 時）の 発言 につ いて、岸

田首相 は翌 ４日、「多様 性を尊 重し 包摂的 な社 会を 実現し

ていく 内閣 の考 え方に は、ま った くそぐ わな い。言 語道断

だ」と 批判し 、同 日付で 荒井 氏を 首相秘 書官 から 解任し た

（甲Ａ ６１ ５、甲７５ ７）。さ ら に、同 ６日 、松 野 博一 官

房長官 は、衆 院予 算委員 会 で 荒井 秘書官（ 当時）の 発言を

謝罪し 、「岸 田政 権は 多 様性 のあ る 包摂 的社 会 を 一貫し て

目指し てお り、国 民に誤 解を 生じ させた こと は遺 憾であ る

と認識 して おり ます」「共 生社 会 の実現 に向 け、引 き続き、

様々な 国民 の声 を受け 止め、しっ かりと 取り 組ん でまい り

ます」と 述べ、表 面的に は、政 府と しては この よう な発言

は許容 され ない とのポ ーズ を取 った（ 甲Ａ ７６ ０）。   

ところ が、荒井 元 秘書官 は、わず か ５か月 後の ７月 ４日、

経 産 省 通 商 政 策 局 担 当 官 房 審 議 官 と い う 重 要 な 役 職 に 就

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E9%87%8E%E5%8D%9A%E4%B8%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%88%E7%AE%97%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%9A%E6%A7%98%E6%80%A7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E7%9A%84%E5%8C%85%E6%91%82
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任した（ 甲Ａ ７６ １）。荒井 元秘 書 官の短 期間 での 政権中

枢への 復帰 は、政 府の本 音と して は、荒 井元秘 書官 の発言

が 問 題 で あ る こ と を 深 刻 に 受 け 止 め て い な か っ た こ と を

如実に 示す もの である。これ は、政府と して、同性 愛者等

に対す る偏 見・差 別心に 対し て断 固とし て抵 抗す る意思 は

ないと いう こと であり 、上記 の岸 田首相 の発 言、こ れまで

の国会 議員 の差 別発言（ 控訴 理由 書〔第５ 分冊〕９ 頁～１

１頁） など もあ わせ考 える と、 政府・ 与党 内に おいて は、

少なか らず、同性 愛者に 対す る偏 見・差 別心が 根強 く存在

してい ると 考え るほか ない 。   

そうで ある とす ると、国会に おい て、偏 見を是 正す るこ

とを目 的と した 立法の 議論 が「現 実的に 」行い うる わけが

ない。   

（ ２ ） 差 別 的 勢力 の 影 響   

さ ら に 、 岸 田 首 相 ら を 含 む 政 権 党 国 会 議 員 の 発 言 の 背 景 と

し て は 、 当 該 国 会 議 員 の 主 要 な 支 持 基 盤 に 、 同 性 愛 者 ら に 対

す る 差 別 と 偏 見 の 意 識 を 強 固 に 持 っ た 宗 教 勢 力 が 存 在 し 、 政

権 与 党 の 少 な く な い 国 会 議 員 が そ れ を 無 視 で き な い と い う 構

造があ るこ とも 指摘せ ざる を得 ない。   

す な わ ち 、 神 道 政 治 連 盟 国 会 議 員 懇 談 会 の 会 合 で 「 同 性 愛

は 後 天 的 な 精 神 の 障 害 、 ま た は 依 存 症 」 な ど と 記 載 す る 、 Ｌ

Ｇ Ｂ Ｔ ら 性 的 マ イ ノ リ テ ィ に 対 し て 差 別 的 な 内 容 の 文 書 が 配

布され た（甲Ａ ６ ２１ ）。同文 書に は、「 同性愛 は… 後天的 な

精神の 障害 、また は依存 症で す。」「同性 愛者 の中に はアル コ

ー ル 中 毒 者 が 多 く 、 健 康 状 態 が 影 響 し て 短 命 と な る 傾 向 が あ
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る 」 な ど の 説 明 が 並 ん で お り 、 こ の よ う な 文 書 が 配 布 さ れ 、

勉 強 会 が 開 か れ た と い う 事 実 が 大 き く 報 道 さ れ た （ 甲 Ａ ６ ２

５ 、 甲 Ａ ６ ２ ６ ） 。 こ の こ と は 報 道 等 で も 大 き く 批 判 さ れ た

が 、 現 状 で あ っ て も 、 こ の 文 書 の 内 容 が 正 式 に 撤 回 さ れ た 事

実はな いし 、与党 総裁が 謝罪 をし た記録 はな い。上 記文書（甲

Ａ ６ ２ １ ） と は 異 な る 、 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 人 権 保 障 に 対 し

て肯定 的な 見解 が示さ れた こと もない 。   

控 訴 理 由 書 〔 第 ５ 分 冊 〕 １ １ 頁 以 下 で も 論 じ た よ う に 、 神

道 政 治 連 盟 国 会 議 員 懇 談 会 に は 多 数 の 国 会 議 員 が 名 を 連 ね て

おり（甲 Ａ６２ ２ ）、神 道政治 連盟 は、与党 、ひ いて は立法 府

に 対 し て 大 き な 影 響 力 を 持 つ と 考 え ら れ る 。 そ の 国 政 に 大 き

な 影 響 力 を 持 つ 団 体 が 、 上 記 の よ う に 実 証 的 科 学 の 営 為 と 知

見、国際社 会の 共 通認識 を無 視す るよう な冊 子 を 配布し ても、

与 党 は こ の 差 別 的 な 内 容 を 正 式 に 撤 回 し て い な い 。 つ ま り 、

与 党 の 主 要 な 支 持 基 盤 に 偏 見 及 び 差 別 心 が 浸 透 し て い て も 、

与 党 に 大 き な 影 響 力 を 持 っ て い る が ゆ え に 、 そ れ を 無 視 で き

ない構 造が 存在 するの であ る。   

こ の よ う な 構 造 に 照 ら せ ば 、 ま す ま す 、 与 党 ひ い て は 立 法

府 に お い て 同 性 愛 者 の 権 利 擁 護 に 舵 を 切 る 議 論 、 す な わ ち 、

法的保 障を 前向 きに検 討す るこ とは到 底期 待で きない 。   

３  小 括   

大 阪地 裁 判 決 は 、 「差 別 や 偏 見 の 真の 意 味 で の 解 消は 、 むし

ろ 民主 的 過 程 に お ける 自 由 な 議 論 を経 た 上 で 制 度 が構 築 さ れる

こ とに よ っ て 実 現 され る も の と 考 えら れ る 。 」 と 述べ た （ 大阪

地 裁判 決 ３ ５ 頁 、 甲Ａ ５ ５ ５ ） 。 もち ろ ん 、 社 会 の差 別 や 偏見
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を 解消 す る う え で は、 国 民 の 間 で の議 論 と 差 別 に 反す る 意 識の

浸 透が 必 要 で あ る こと は 言 を 俟 た ない 。 そ し て 、 民主 制 を 採る

立法府 にお いて 活発な 議論 を行 うこと も当 然に 期待さ れる 。   

い まこ の 訴 訟 で 争 われ て い る の は 、長 く 社 会 の 差 別と 嫌 悪に

さ らさ れ 、 今 な お 根強 い 差 別 の 対 象と な る （ 甲 Ａ ５８ 、 同 ５８

ほ か） 圧 倒 的 少 数 者の 人 権 の 問 題 であ り 、 こ の 差 別と 人 権 侵害

の 状況 が 、 漫 然 と 立法 府 に 議 論 を 委ね る こ と で 果 たし て 解 消さ

れ るの か 否 か で あ る。 合 理 的 理 由 の無 い 差 別 や 偏 見は 、 啓 発に

よ って も 容 易 に は なく な ら な い こ とが 特 徴 で あ り 、そ の 結 果、

こ のよ う な 集 団 の 問題 に つ い て は 、性 質 上 、 議 論 する こ と すら

忌 避さ れ が ち と な り、 多 数 決 を 原 則と す る 民 主 政 の過 程 に よる

解 決が 極 め て 困 難 とさ れ る （ 最 大 判平 成 ２ ７ 年 １ ２月 １ ６ 日夫

婦 別姓 最 高 裁 判 決 にお け る 寺 田 裁 判官 補 足 意 見 も 、「 選 択 肢の

あ りよ う が 特 定 の 少数 者 の 習 俗 に 係る 」 場 合 に は 「民 主 主 義的

プ ロセ ス に よ る 公 正な 検 討 へ の 期 待」 が 「 妨 げ 」 られ る と 指摘

す る。 ） 。 こ の よ うな 問 題 で 民 主 制に 本 来 の 機 能 を果 た さ せる

た めに は 、 立 法 府 に議 論 を 委 ね る だけ で は な く 、 立法 以 外 の二

権 も適 切 な 役 割 を 果た す こ と が 求 めら れ 、 国 政 全 体に 責 任 を負

う 行政 の ト ッ プ （ 内閣 総 理 大 臣 ） につ い て は 、 差 別解 消 に 向け

た 強い リ ー ダ ー シ ップ を 発 揮 す る こと が 求 め ら れ 、政 権 与 党に

はこれ を支 える 責任が ある 。   

し かし な が ら 、 上 記に 述 べ た と こ ろか ら わ か る よ うに 、 現在

の 立法 府 及 び 政 府 にお い て は 、 首 相や そ の 周 辺 の 人物 に 問 題の

深 刻さ に 対 す る 認 識が 希 薄 で あ る うえ 、 性 的 少 数 者に 対 す るあ

か らさ ま な 偏 見 を 持つ 者 が 多 数 存 在す る 。 ま た 、 与党 全 体 とし
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て、差 別・偏 見を まとう 政治 家が 力を持 って いる 結果、首相は 、

各 地裁 が 認 定 し た 婚姻 の 不 平 等 と いう 「 人 格 的 生 存に 対 す る重

大 な脅 威 ・ 障 害 」 をな ん と し て も 解消 し よ う と す る強 力 な リー

ダ ーシ ッ プ を 発 揮 する ど こ ろ か 、 性的 少 数 者 の 排 除に つ な がる

発言を して いる のであ る。こ の問 題につ いて、行政 も立法 府も 、

完 全に 機 能 不 全 に 陥っ て い る 。 立 法府 が 、 裁 判 所 が期 待 す るよ

う にあ る べ き 民 主 的な 議 論 を 行 う こと は 「 現 実 的 」で は な く到

底期待 する こと はでき ない 。   

こ のよ う に 行 政 と 立法 府 が 機 能 不 全に 陥 っ て い る 以上 、 三権

分 立の 下 で 、 法 原 理機 関 と し て の 司法 が 、 多 数 決 によ っ て も否

定 しえ な い 権 利 と ルー ル を 定 め た 憲法 規 範 に 照 ら して 問 題 の所

在 を明 ら か に し 、 厳格 な 憲 法 適 合 性審 査 を 行 い 、 明確 な 違 憲判

決 によ っ て 、 多 数 決民 主 主 義 が 前 提と す べ き 事 実 と法 規 範 を提

示 する こ と が 不 可 欠で あ る 。 下 級 審を 含 め た 裁 判 所が 、 本 件諸

規定の 問題 点や、ここで 問題 とさ れてい る婚 姻の 不平等 とは「 人

格的生 存に 対す る重大 な脅 威・障 害」で あると いう 点を整 理し 、

現行法 に対 して 明確に 違憲 と宣 言する 以外 に道 はない 。   

  

第 ３  Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ理 解 増 進 法 の 審議 過 程 は 、こ の 問題 を 立 法 府 に 委ね

ら れ な い こ と を 実 証 し た こ と   

１  は じ め に   

 ２０ ２ ３ 年 ６ 月 「Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 理 解 増進 法 」 が 成 立 した （ 甲 Ａ７

４ ９、 甲 Ａ ７ ２ ９ ）。 同 法 は 、 「 全て の 国 民 が 、 その 性 的 指向

又 はジ ェ ン ダ ー ア イデ ン テ ィ テ ィ にか か わ ら ず 、 等し く 基 本的

人 権を 享 有 す る か けが え の な い 個 人と し て 尊 重 さ れる も の であ
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る 」と の 理 念 や 、 「性 的 指 向 及 び ジェ ン ダ ー ア イ デン テ ィ ティ

を 理由 と す る 不 当 な差 別 は あ っ て はな ら な い 」 と の認 識 を 基本

理 念と し て 謳 う 点 で（ 同 法 ３ 条 ） 、大 き な 意 義 を 有す る 立 法で

ある。   

し かし 、 同 法 の 成 立に 至 る 過 程 で は、 性 的 マ イ ノ リテ ィ に対

す るあ か ら さ ま な 差別 や 偏 見 を 述 べる 発 言 が 中 央 ・地 方 の 政治

家 から 繰 り 返 さ れ 、法 律 の 成 立 が 近づ く ほ ど 同 法 の目 的 を 置き

去 りに す る か の よ うな 議 論 や 発 言 がな さ れ 、 こ れ を反 映 し た修

正 がな さ れ た 。 立 法府 の 実 情 か ら は、 こ の 法 律 が 成立 し た とい

う 事実 か ら 、 婚 姻 を含 む 同 性 カ ッ プル の 法 的 保 障 につ い て も道

が 拓け た と の 期 待 を抱 く こ と は 到 底で き な い 状 態 であ る 。 むし

ろ 、同 法 の 成 立 に 至る 過 程 は 、 図 らず も 、 同 法 の 理念 に 背 理し

て 、立 法 府 で の 同 性カ ッ プ ル の 法 的保 障 の 問 題 に つい て の 自主

的 な議 論 ・ 解 決 は 到底 難 し い こ と を実 証 し て し ま い、 下 級 審を

含 めた 司 法 府 が 明 確な 違 憲 判 決 を 言い 渡 す こ と な しに 、 立 法府

が 本来 の 役 割 を 果 たす こ と は 到 底 期待 で き な い 状 況が 露 呈 され

たとい える 。   

２  Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 理解 増 進 法 案 の 制定 経 緯 及 び 審 議過 程   

（ １ ） Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ理 解 増 進 法 が 成立 す る ま で の 審議 過 程 の 概 略   

ア  ２ ０ ２ １ 年超 党 派 合 意   

ＬＧＢ Ｔ理 解増 進法案 は、２ ０２ １年５ 月１ ０日 の「Ｌ

ＧＢＴ に関 する 課題を 考え る議 員連盟 」にお いて 、内容 に

ついて 合意 がさ れてい た。こ れは 、自民 党が２ ０１ ６年５

月にと りま とめ た「性 的指向 及び 性同一 性の 多様 性に関 す

る国民 の理 解の 増進に 関す る法 律案」と、立 憲民 主党な ど
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野党６ 党・会 派か ら提出 され た「性 的指向 又は 性自 認を理

由とす る差 別の 解消等 の推 進に 関する 法律 案 」も 踏まえ て、

改めて 協議 が行 われ、議連内 で合 意に至 った 法案 であっ た。

ここで は性 的指 向及び 性自 認を 理由と する「 差別 は許さ れ

ない」と 明記 され ていた（ 甲Ａ ７６ ２－１・甲Ａ ７６ ２－

２）。   

す べ て の 会 派 の 議 員 が 参 加 し て い る 議 員 連 盟 に お い て

合意を みた もの は、そ の前提 とし て各政 党審 査で は同意 を

得てい るの であ り、委 員会、本会 議を通 過し てほ ぼ問題 な

くその とお り成 立する こと が通 例であ る。   

ところ が、２ ０２ １年５ 月２ ０日、自由民 主党 の党 内会

議にお いて、急遽 、同法 案に対 する 自民党 一部 議員 からの

強い反 発が 示さ れた。例 えば、議 員から は「道 徳的 にＬＧ

ＢＴは 認め られ ない 」とか「 生物 学上の 種の 保存 に反す る」

と い う 極 端 な 性 的 マ イ ノ リ テ ィ に 対 す る 差 別 的 発 言 が な

されて いる（甲 Ａ４１ ２・４１ ３）。そ の結 果、結局 、第

２ ０ ４ 回 国 会 で 法 案 が 成 立 す る こ と は 見 送 ら れ る と い う

異例の 事態 とな った。   

イ  性 的 マ イ ノリ テ ィ の 権 利 保護 へ の 機 運   

その後 、こ の法 案は審 議さ れる ことな く放 置さ れたが 、

２ ０ ２ ３ 年 ５ 月 に 日 本 が 議 長 国 を 務 め る Ｇ ７ 広 島 サ ミ ッ

トが予 定さ れた ことか ら、こ の会 議まで に法 律を 成立さ せ

ること が目 指さ れた。Ｇ７加 盟国 中、同 性カッ プル を家族

と し て 保 護 す る 国 レ ベ ル の 法 制 を 持 た な い の は 日 本 だ け

であり（ 他の ６カ 国中イ タリ ア以 外は法 律婚 が可 能）、世
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界でも 広く 報じ られて いた（ 甲Ａ ７６ ４ －１・甲Ａ ７６ ４

－２・甲 Ａ７ ６ ４ －３）。性 的マ イ ノリテ ィの 人々 が直面

するそ の他 のさ まざま な困 難に ついて も、Ｅ Ｕで は、性 的

指 向 に よ る 差 別 を 禁 止 す る 欧 州 人 権 条 約 と 同 司 法 裁 判 所

のもと 差別 解消 の取り 組み がな されつ つあ るの に対し 、日

本 は 国 と し て の 差 別 を 禁 止 す る 法 制 や 救 済 の 仕 組 み を 持

たず、 それ が内 外の批 判を 集め るに至 った 。   

岸田首 相が 前記 答弁を なし、荒井 秘書官（ 当時）が 差別

発 言 を し て 内 外 の 注 目 を 集 め た の は こ の よ う な さ な か で

あった 。サミ ット 直前の ２０ ２３ 年５月 １２ 日に は、駐 日

アメリ カ大 使館 が、ウ ェブサ イト におい て「婚 姻の 平等に

対する 支持 」を 表明し た（ 甲Ａ ７６ ３ ）。   

ウ  法 制 定 に 向け た 議 論   

こうし た中、２０ ２３年 ５月 １２ 日、自民 党「性 的 マイ

ノリテ ィに 関す る特命 委員 会」が 開催さ れた。とこ ろがこ

こで決 定さ れた のは、２０２ １年 に超党 派議 連内 で合意 さ

れた法 案を 事実 上反故 にす ると いうも ので あっ た。   

その後、自民 党・公明党 の内 部の 議論が 行わ れ、超 党派

合意案 の「差 別が 許され ない」との 条文を「 不当 な差 別は

あって はな らな い」に改め られ（ 甲Ａ７ ６ ５ ）、そ の結果 、

与党案 とし ての 提出法 案が 決定 された （甲 Ａ７ ６ ６） 。   

２０２ ３年 ５月 １８日 、自民 党及 び公明 党は 上記 修正案

を国会 に提 出し た（甲 Ａ７ ６ ７）。これ に対 し、立 憲民主

党、社 会民主 党及 び共産 党は、２０ ２１年 の超 党派 合意案

からの 後退 は認 められ ない とし て、同 超党派 合意 案を国 会
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に提出 し（ 甲Ａ ７６ ２ －１・甲 Ａ７６ ２－ ２ ）、同月２ ６

日、日 本維新 の会 と国民 民主 党が ＬＧＢ Ｔへ の理 解増進 に

関する 独自 の対 案を国 会に 共同 提出し た。   

エ  法 案 の 成 立   

翌６月 ９日、自民 党、公明 党、日 本 維新の 会及 び国 民民

主党の ４党 の国 会対策 委員 長が 会談し 、上記 維新・国民 案

の内容 を盛 り込 んで与 党案 を修 正する との 合意 がされ た。

その結 果、自民・公明案（甲 Ａ７ ６ ７ ）に 、「 この 法律に

定める 措置 の実 施等に 当た って は、性 的指向 又は ジェン ダ

ーアイ デン ティ ティに かか わら ず、全 ての国 民が 安心し て

生活す るこ とが できる こと とな るよう 、留意 する ものと す

る。」との 条項 が 加えら れ、成 立し た法律 が現 在の ＬＧＢ

Ｔ理解 増進 法で ある（ 甲Ａ ７ ６ ８・甲 Ａ７ ４９ ）。   

（ ２ ） 成 立 し たＬ Ｇ Ｂ Ｔ 理 解 増進 法 の 不 必 要 な修 正   

このよ うに して 成立し たＬ ＧＢ Ｔ理解 増進 法は 、２０２ ０年

の超党 派合 意案 に、いくつ かの 修 正が加 えら れた もので あっ た。

主たる 例が 次の もので ある 。   

 

①   ３ 条 （ 修 正 ）   

「差別 が許 され ない」との文 言は「不当 な差別 は

あって はな らな い」に 改め られ た。   

②   １ ２ 条 （ 追 加）   

「 こ の 法 律 に 定 め る 措 置 の 実 施 等 に 当 た っ て は 、

性 的 指 向 又 は ジ ェ ン ダ ー ア イ デ ン テ ィ テ ィ に か か

わらず 、全て の国 民が安 心し て生 活する こと がで き
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ること とな るよ う、留意す るも のとす る。」との 条

項が加 えら れた 。   

これら の条 文の 修正な いし 追加 は、単な る文 言の 調整、あ る

いは利 益衡 量の 結果の よう にも 見える。しか し、国会で 制定さ

れた法 律は、審 議経過 も斟 酌し て解釈 され る。特に、原 案から

修正さ れた 条項 につい ては 、ど の ような 意見 と議 論に基 づいて

その修 正が なさ れたの かは 重要 な意味 を持 つ。い ったん 超党派

で合意 され てい た法案 に、あ えて 新たな 文言 が修 正・追記 され

た場合 は特 にそ うであ る。   

この点 から 見る と、「差 別が許 さ れない」とい う 差別解 消に

向けた 力強 い禁 止の文 言は 、「不 当な差 別は あっ てはな らな い」

という 当然 の内 容を平 易に 述べ ただけ の文 言と なり、「不 当で

はない 差別」があ りうる とい う解 釈の余 地を 残し た。全て の国

民の安 心な 生活 に「留 意する 」と いう文 言は、（性 的マイ ノリ

ティで はな い）「 マジョ リテ ィの 権利尊 重を 謳う 」との評 価を

するこ とも 可能 であり（ 甲７ ６ ９）、性 的指向 や ジェン ダーア

イデン ティ ティ を尊重 する こと により、多数 派 で ある「国 民が

安心し て生 活す る」ことが 侵害 さ れるか のよ うな メッセ ージを

発する こと とな った（ 甲Ａ ７７ ０）。   

（ ３ ） 建 設 的 ・良 心 的 な 議 論 がな さ れ た と は 言い が た い こ と   

そして、この よう な追記・修正 がな される にあ たり 立法府 で

行われ た議 論は 、残念 ながら 、法 の理念・目的 に 照らし 、建設

的・良 心的 とは 言いが たい もの であっ た。   

ア  ト ラ ン ス ジェ ン ダ ー へ の 不当 な 偏 見 を 煽 る発 言   



【有償配布 や Web(ホームページ, ブログ, facebook 等)へのアップロード・転載はお止めください】 

【リンクはご自由にお貼りください】「結婚の自由をすべての人に」東京第一次訴訟控訴審(東京高裁)第 

2 回期日(20231031)提出の書面です。 

23 

 

Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 理 解 増 進 法 案 の 審 議 過 程 で は 、 ト ラ ン ス ジ ェ

ン ダ ー へ の 不 当 な 偏 見 を 招 き か ね な い 議 論 が 国 会 の 内 外

で盛ん にな され た。   

たとえ ば、自民 党 の山谷 えり こ参 議院議 員は 、２ ０ ２１

年５月 ２０ 日の 自民党 内会 合で 、当時の 法案（超 党 派合意

案）の 目的 と基 本 理念に「性 自認 を 理由と する 差別 は許さ

れない」との 文言 があっ た点 に関 連して、「体 は男 だけど

自 分 は 女 だ か ら 女 子 ト イ レ に 入 れ ろ と か 、 ア メ リ カ な ん

か で は 、 女 子 の 競 技 に 男 性 の 身 体 で 心 が 女 性 だ か ら っ て

いって 競技 参加 して、いろ いろ メ ダル取 った り、そ ういう

不 条 理 な こ と も あ る 」 と の 発 言 を し て い た が （ 甲 Ａ ７ ７

２）、本 年６ 月１ ５日の 内閣 委員 会にお いて も、今 回の法

案に関 し、「ア メ リカで 学校 のト イレの 使い 方で ＰＴＡ の

問 題 に な っ た り 、 女 子 の 競 技 に 男 性 の 体 で 心 が 女 性 だ か

らと参 加し てメ ダルを 取っ たり」という こと が「今 は、し

かし二 年た って 現実の もの とな ってき てい（ る）」（甲Ａ

７７１ ）と 述べ た。   

しかし 、そ もそ も 、法律 に上 記の よ うな規 定を 置く 意味

は 、 す べ て の 人 に と っ て 性 自 認 に 即 し た 社 会 生 活 を す る

こ と が 重 要 か つ 切 実 な 法 的 利 益 で あ り （ い わ ゆ る 経 産 省

事 件 に お け る 東 京 地 方 裁 判 所 令 和 元 年 １ ２ 月 １ ２ 日 判 決

及 び 同 高 等 裁 判 所 令 和 ３ 年 ５ 月 ２ ７ 日 判 決 、 最 高 裁 第 三

小 法 廷 令 和 ５ 年 ７ 月 １ １ 日 判 決 に お け る 各 補 足 意 見 参

照）、社会 の側 に さまざ まな 場面 での合 理的 配慮 が義務 付

け ら れ る こ と を 確 認 す る こ と に あ る （ 社 会 生 活 上 利 用 の
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必 要 性 が 高 く 基 本 的 に 個 室 で あ る ト イ レ に つ い て は 、 原

則 と し て 性 自 認 ど お り の 利 用 が 許 さ れ る べ き で あ る と 思

わ れ る の に 対 し 、 衣 服 を 着 用 し な い こ と が 通 常 で あ る 浴

場 は 身 体 的 特 徴 を 基 準 に 利 用 の 可 否 を 決 め る こ と が 許 さ

れる）。こ の法 律 ができ れば 自分 は女性 と言 いさ えすれ ば

ど ん な 施 設 も 入 れ る よ う に な る こ と な ど あ り え な い こ と

は 法 案 審 議 に お い て も 明 確 に 答 弁 さ れ て い る （ 甲 Ａ ７ ７

４）。   

そ し て 、 ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー 女 性 の 女 性 ト イ レ 利 用 が

認めら れる と性 犯罪等 が増 加す るとの「主 張」に は根拠 が

無 い こ と を 示 す 実 証 的 調 査 も 報 告 さ れ て い る （ 甲 Ａ ７ ７

５－１・７７ ５－ ）。女性ト イレ 等 での安 全の 問題 は、社

会 全 体 で 取 り 組 む べ き 別 個 の 問 題 で あ る 。 女 子 競 技 に つ

いても 、種 目ご と の競技 特性 や競 技レベ ルに 応じ て、ト ラ

ン ス ジ ェ ン ダ ー の 選 手 の ス ポ ー ツ に 参 加 す る 権 利 及 び 尊

厳と、公 平性 との 調整を はか る「ル ール作 り」の 努力 が積

み重ね られ てい る （甲 Ａ７ ７６ ） 。   

他方、トラ ンス ジ ェンダ ーの 人々 は、人 生の 早く か ら、

不登校 、就 職・就 労上の 困難 等さ まざま な問 題に 直面し 、

貧 困 や 自 死 企 図 等 の 指 標 が き わ め て 高 い こ と が 報 告 さ れ

ている。今回 の法 律は、性 的指 向・性自認 の多 様性 につい

て の 社 会 の 理 解 を 増 進 す る こ と で 、 少 し で も そ れ を 解 消

しよう とす るも のであ り、上記 の ように 、法 律が 定 めても

い な い こ と を あ た か も 法 の 内 容 で あ る か の よ う に 述 べ て 、

法 律 が 一 般 国 民 の 利 益 と 対 立 し た り 性 的 少 数 者 が 生 活 を
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脅 か す か の よ う な 議 論 を す る こ と は 、 お よ そ 国 政 に 責 任

を持つ 国会 議員・国務大 臣の 発言 とは思 えな い。な お、山

谷議員 は、２０ ２ １年の 時点 で、す でに同 様の 発言 を行い、

社 会 か ら ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー を 排 除 す る も の で あ り （ 甲

Ａ７７ ２・４ 頁）、差別・偏 見を 助 長する もの であ るとの

批判が され てい た（甲Ａ ７７ ２・４頁  ）。それ に もかか

わらず 、山 谷議員 は、同 様の 発言を 繰り返 した ので ある。  

こ の よ う な 発 言 を す る の は 山 谷 議 員 だ け に 限 ら な い 。

自民党 の赤 沢亮 正議員 は、内閣 委 員会の 冒頭 で「 こ の法案

が 成 立 し た ら 、 外 形 は 男 性 だ が 自 身 は 女 性 で あ る と 称 す

る 人 は 女 湯 や 女 性 用 手 洗 い に は 行 け る よ う に な る と い う

のは本 当で すか」と質問 し、「本 法 案が成 立し た場 合、も

し 特 定 の 個 人 が 、 外 形 は 男 性 だ が 自 身 は 女 性 で あ る か ら

女 湯 や 女 性 用 お 手 洗 い に 入 れ ろ と 主 張 し た ら 、 制 止 で き

ますか 。も し制 止 を振り 切っ たら どうな りま すか 」などと

重ねて 発言 した （甲Ａ ７７ ３） 。   

政 府 は 、 明 白 に そ の よ う な 懸 念 が な い こ と を 否 定 し て

いる（甲 Ａ７ ７ ４ ）にもか かわ らず 、少なく ない 議員 が、

法 律 が 制 定 す る と い う だ け で 、 性 的 マ ジ ョ リ テ ィ へ の 権

利 侵 害 を 生 み か ね な い と の 言 説 を 大 々 的 に 取 り 扱 い 、 こ

の懸念 の解 消が 議論の 中心 とな ってい った 。   

こうし た中 で、因 果関係 は不 明で あるが 、２ ０２ ３ 年６

月 ５ 日 、 ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー で あ る こ と を 公 表 す る 仲 岡

弁護士 の元 に「男 のクセ に女 のフ リをし てい る」「 メッタ
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刺しに して 殺害 する、必ず 決行 す る」な ど書 かれ た 脅迫メ

ールが なさ れる（ 甲Ａ７ ７７ ）とい う事件 も起 きて いる。  

イ  骨 抜 き 発 言   

審 議 の 過 程 に お い て 修 正 を 経 て い く 中 で 、 与 党 議 員 か

ら「もう 十分 に骨 抜きに なっ た」「 あくま でも 理解 増進に

と ど め る べ き だ 。 そ れ 以 上 の 話 は 同 性 婚 議 論 に つ な が り

かねな い」な ど の発言 がな され ていた こと が報 じられ た。

また、自 民党 のな かには、一度 は、超党派 議連 で成 立した

法 律 案 か ら 、 数 多 く の 修 正 文 言 を い れ る こ と で 野 党 が 反

対して も「 国会 に 提出さ えす れば 、国際社 会に 示し がつく」

との発 言も あっ たこと が報 道さ れた（ 甲Ａ ７７ ８）。   

ウ  「 行 き 過 ぎた 人 権 」 発 言   

さ ら に は 、 本 法 を 成 立 さ せ る こ と 自 体 に 反 対 か の よ う

な発言 もあ った。例えば、２０ ２３ 年５月 １２ 日、自 民党

の 宮 沢 博 行 議 員 は 、 性 的 マ イ ノ リ テ ィ へ の 理 解 を 増 進 す

るとい う目 的を 謳うだ けの 理念 法の成 立で さえ 、「行き 過

ぎた人 権の 主張 、もしく は性 的マ ジョリ ティ ー（ 多 数派）

に 対 す る 人 権 侵 害 、 こ れ だ け は 阻 止 し て い か な い と い け

ない」 と述 べた （甲Ａ ７７ ９） 。   

エ  「 訴 訟 を 煽る 」 発 言   

また、「 性 的指 向 及び性 自認 を理 由とす る差 別は 許され

ない」と いう 文言 につい て、自 民党 の議員 から は、「 許さ

れ な い と 明 記 す れ ば 訴 訟 が 乱 発 さ れ か ね な い 」 と の 懸 念

も示さ れて いる （甲Ａ ７６ ５） 。   
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オ  小 括   

こ の よ う に 、 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 理 解 増 進 法 の 審 議 過 程 で 行 わ れ

て い た 議 論 の 中 身 と は 、 法 の 目 的 と す る と こ ろ と は 相 反

して、法 の成 立 とマジ ョリ ティ への権 利侵 害を 結びつ け、

性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 一 つ で あ る ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー へ の

不 当 な 偏 見 を 煽 り か ね な い も の 、 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 人

権 を 保 障 す る こ と 自 体 へ の 懸 念 を 示 す も の 、 国 際 政 治 情

勢 を 反 映 し た 妥 協 の 産 物 で あ る こ と を 示 す も の な ど に 溢

れてい たと いわ ざるを 得ず（ 甲Ａ ６７８）、非 建設 的な議

論・審 議が なさ れてい た。   

３  ま と め   

Ｌ ＧＢ Ｔ 理 解 増 進 法第 ３ 条 は 、 「 全て の 国 民 が 、 その 性 的指

向 又は ジ ェ ン ダ ー アイ デ ン テ ィ テ ィに か か わ ら ず 、等 し く 基本

的 人権 を 享 有 す る かけ が え の な い 個人 と し て 尊 重 され る も ので

あ ると の 理 念 」 等 を定 め る 。 こ の 内容 は 、 憲 法 １ ３条 の 「 個人

の 尊重 」 と い う 理 念に 沿 う も の で あり 、 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 理解 増 進 法の

理念や 目的 それ 自体は 憲法 の趣 旨に適 合的 であ る。   

と ころ が 、 そ の 審 議過 程 に 目 を 転 じれ ば 、 残 念 な がら 、 その

議 論は 、 法 が 謳 う 理念 を 実 現 す る ため の 建 設 的 ・ 良心 的 な もの

と は言 い が た く 、 その 審 議 は 非 合 理的 な 議 論 が 多 くな さ れ てい

た 。こ の よ う な 議 論は 、 果 た し て 、「 民 主 的 な 議 論」 （ 大 阪地

裁 判決 ・ 甲 Ａ ５ ５ ５） と し て 、 立 法府 に 期 待 さ れ るも の で あっ

たであ ろう か。   

（ ＬＧ Ｂ Ｔ 理 解 増 進法 を ） 「 同 性 婚に つ な げ ち ゃ いけ な い」

と いう 自 民 党 議 員 の発 言 に あ る よ うに （ 甲 Ａ ７ ８ ０） 、 具 体的



【有償配布 や Web(ホームページ, ブログ, facebook 等)へのアップロード・転載はお止めください】 

【リンクはご自由にお貼りください】「結婚の自由をすべての人に」東京第一次訴訟控訴審(東京高裁)第 

2 回期日(20231031)提出の書面です。 

28 

 

な 権利 に も 踏 み 込 む法 律 上 同 性 の カッ プ ル の 法 的 保障 に つ いて

の議論 は、原 則と して理 念法 であ るＬＧ ＢＴ 理解 増進法 以上 に、

国 会内 外 に お い て 強い 抵 抗 が 予 想 され る 。 そ し て 、立 法 府 ・政

府 中枢 に お け る 性 的マ イ ノ リ テ ィ に対 す る 誤 解 や 偏見 が 広 がっ

て いる 現 状 で は 、 上記 の 審 議 過 程 でみ た よ う に 、 正当 な 議 論で

は なく 、 非 合 理 的 ・非 良 心 的 な 議 論が 展 開 さ れ る こと が 現 実的

に おお い に 予 想 さ れる と こ ろ で あ り、 客 観 的 な 事 実に 基 づ いた

メ リッ ト 、 デ メ リ ット な ど を 踏 ま え冷 静 な 議 論 が 展開 さ れ るこ

とは到 底期 待で きない であ ろう 。   

つ まり 、 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ 理解 増 進 法 が 成 立し た こ と は 、 法律 上 の同

性 同士 の カ ッ プ ル の法 的 保 障 に 関 して 、 良 心 的 か つ建 設 的 な議

論がな され ない ことを 実証 して しまっ たの であ る。   

  

第 ４  結 論   

１  法 律上 同性 のカッ プル は、婚姻 制 度か ら排 除され 、「人 格的 生

存 に 対 す る 重 大 な 脅 威 ・ 障 害 」 に 直 面 し て い る （ 原 審 判 決 ） 。

「 累 計 的 に は 膨 大 な 数 に な る 同 性 カ ッ プ ル 」 が 「 ７ ０ 年 以 上 」

の 長 期 間 に わ た っ て 法 律 上 の 家 族 と し て 保 護 さ れ る 枠 組 み を 与

え ら れ ず 重 大 な 人 格 的 利 益 の 享 受 を 妨 げ ら れ て き た （ 名 古 屋 判

決 ４ ６ 頁 、 ４ ８ 頁 。 甲 Ａ ６ ８ １ ） 。 立 法 府 は 、 こ の 、 憲 法 違 反

の 深 刻 な 権 利 侵 害 を 解 消 す る た め の 立 法 措 置 に 直 ち に 着 手 す る

義 務 が あ る 。 そ れ こ そ が わ が 国 の 民 主 政 の 現 下 の 重 要 課 題 で あ

る。  

と ころ が 、 こ れ ま で見 て き た よ う に、 現 在 、 立 法 府及 び 政府

は 完全 に 機 能 不 全 に陥 り 、 本 来 果 たす べ き 役 割 を 果た せ ず 、機
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能 不全 が 解 消 さ れ る見 通 し や 兆 し も無 い 。 Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ理 解 増 進法

の 制定 と い う 壮 大 な社 会 実 験 は 、 法律 上 の 同 性 同 士の カ ッ プル

の 法的 保 障 に 関 し 、 建 設 的 な 議 論 ・検 討 が な さ れ ない と い う意

味で、 図ら ずも そのこ とを 実証 してし まっ た。   

原 審 が 述 べ た 「 同 性 間 の 婚 姻 を 認 め る こ と や 同 性 カ ッ プ ル に

対 し て 法 的 保 障 を 認 め る こ と に つ い て の 議 論 、 検 討 を 第 一 次 的

に は 立 法 府 に 委 ね る こ と が 必 ず し も 現 実 的 で な い と は い え な い」

という 判示 は誤 りであ る。   

２   社 会 の差 別 ・偏 見 の標 的 と され て きた 同 性 愛者 等 の権 利 が侵

害 さ れ た 時 、 そ の 救 済 は 多 数 決 民 主 主 義 に 本 来 的 に な じ ま な

い。   

憲 法 は 、 そ の よ う に 長 く 差 別 に さ ら さ れ 今 な お 偏 見 や 嫌 悪 の

標的と なっ てい る少数 者の 権利 侵害に つい て、厳 格な審 査基 準、

審 査 密 度 を も っ て 憲 法 適 合 性 審 査 が な さ れ る こ と を 求 め て い る。

司 法 は 、 憲 法 の 命 じ る こ の 使 命 を 正 面 か ら 受 け 止 め 、 機 能 不 全

に 陥 っ た 立 法 府 に 対 し て 、 明 確 な 違 憲 判 決 を 下 す こ と で 、 議 論

の 前 提 と さ れ る べ き 事 実 と 原 則 を 整 理 し 、 立 法 府 の 義 務 を 厳 し

く指摘 すべ きで ある。   

以上  


